
日本体育協会公認スポーツドクター・アスレティックトレーナー 

資格更新のための義務研修について 

 

第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術集会は、日本体育協会公認スポーツドクターおよび公認アスレ

ティックトレーナー資格更新のための義務研修の一つとなります。 

資格をお持ちの方は、ご自身の義務研修受講状況をご確認のうえ、未受講の方は下記の通り手続きを

してください。 

 

＜義務研修受講修了申請方法＞ 

① 指定演題（次ページ参照）を合計 4 時間（240 分）以上聴講してください。各セッションは最初

から最後まで聴講することが条件となります。 

② 学会会期中、参加受付横にて「出席確認カード」（両面１枚）を配布いたします。「出席確認カー

ド」に必要事項を記入のうえ、本会まで郵送または FAX にて送付してください。その際、表面に

学会受付で受け取ったネームカードのコピーを貼付してください。 

※ 公認アスレティックトレーナーの方は一次救命処置資格の認定証（コピー可）も貼付してくださ

い（お持ちでない方は平成 28 年3 月 31日までに必ず取得してください）。 

※ 「出席確認カード」は日本体育協会のHPからもダウンロード可能です 

（日本体育協会 HP→スポーツ指導者（資格情報）→指導者関係イベント→スポーツドクター研修

会またはアスレティックトレーナー研修会）。 

 

＜送付先＞ 

〒150－8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 

日本体育協会スポーツ指導者育成部 

スポーツドクター担当／アスレティックトレーナー担当 

FAX：03-3481-2284（TEL：03-3481-2226） 

 

＜送付期限＞ 

2015 年 11月 20日（金） 

 

＜研修受講状況および資格有効期限確認方法等＞ 

 指導者マイページよりご確認ください。 
指導者マイページURL⇒ https://my.japan-sports.or.jp/login 

 登録状況および指導者マイページに関するご質問は下記までお問い合わせください。 
TEL：03-5148-1763（公認スポーツ指導者登録係）  

 指導者マイページを利用したことがない方は、ログイン画面下部の「パスワードをお持ちでない

方、パスワードをお忘れの方はこちら」より是非ご登録ください。 

 既に有効期限が切れている方は、資格の更新にあたり「再登録申請書」の提出および再登録料が

別途必要となる場合があります。出席確認カードを提出後、日本体育協会までお問い合わせくだ

さい。 
 マイページ上の義務研修受講状況の反映には、出席確認カードの送付期限から 2 週間程度お時間

をいただきます。予めご了承ください。 

 

https://my.japan-sports.or.jp/login


【送付用 1/2】 

FAX 送信先：03-3481-2284 

送付期限：2015 年 11月 20 日（金） 

裏面も必ずご覧下さい。 

 

※郵送の際は、上記を切り取ってご使用ください。 

 

日本体育協会公認スポーツドクター・アスレティックトレーナー 義務研修 

第 26回日本臨床スポーツ医学会学術集会 

出席確認カード 
 登録番号（７桁）        生年月日（西暦） 

 フリガナ  
     年   月   日 

氏名  
 

＜義務研修の修了実績について＞ 

① 以下の指定演題を合計 4時間（240 分）以上聴講してください。 

② 聴講した演題に「○」をつけ、聴講時間の合計を記入してください。 

③ 所定の欄に学会受付で受け取ったネームカードのコピーを貼付のうえ、11 月 20 日（金）までに日本体

育協会へ郵送または FAX にて送付してください。 

※ 「出席確認カード」（本紙）は日本体育協会の HP からもダウンロード可能です。 

④ マイページ上の義務研修受講状況の反映には、送付期限から 2週間程度お時間をいただきます。

予めご了承ください。 

 

＜ネームカード貼付欄＞ 

※ 必ず学会のネームカードのコピーを貼付してください。参加証・領収証・領収証控は不要です。 

※ 公 認 AT は BLS 資 格 証 明 書 （ 写 ） を 併 せ て 貼 付 し て く だ さ い 。

 

〒150－8050  

東京都渋谷区神南 1-1-1 日本体育協会 

スポーツ指導者育成部（スポーツドクター・AT 担当） 行 

出席確認カード在中（第26 回臨スポ） 



【送付用 2/2】 

 

氏 名  合計 分 

＜指定演題＞ 

11 月 7日（土） 

No セッション 講演タイトル 会場
開始
時刻

終了
時刻

所用時間 聴講

1 会長講演 スポーツの現場で学んだこと 第1会場 8:40 9:10 30分

2 教育講演1 何故日本の高校野球は投手の“投球数制限”ができないのか？ 第1会場 9:20 10:20 60分

3 シンポジウム2 子どもの発育・発達と
スポーツ 第2会場 9:20 10:50 90分

4 報告会1 平成26年度少年野球（軟式・硬式）実態調査より見えてきたこと 第1会場 10:20 10:40 20分

5 シンポジウム5 ジュニア期におけるスポーツ外傷･障害予防への取り組み 第5会場 10:20 11:50 90分

6 教育講演2 トップアスリートへの手術治療　-人生で一番輝く時のために- 第1会場 10:50 11:50 60分

7 教育講演4 スポーツパフォーマンス向上に口腔からできること 第3会場 10:50 11:50 60分

8 ランチョンセミナー1 一人一人を大切にする ～スポーツ界の新たな鉄則～ 第1会場 12:10 13:10 60分

9 ランチョンセミナー2
ロコモ原因疾患としての変形性膝関節症の臨床症状の原因とそ
の治療

第2会場 12:10 13:10 60分

10 ランチョンセミナー3
膝関節術後の安全な早期スポーツ復帰と競技力の維持への努
力

第3会場 12:10 13:10 60分

11 ランチョンセミナー4 スポーツ障害肩の診断と治療―肩の痛みはなぜ起こる？－ 第5会場 12:10 13:10 60分

12 シンポジウム8
スポーツにおける脳損傷
現状と予防対策

第6会場 13:20 14:50 90分

13 シンポジウム1 我が国特有の投球障害をいかになくすか？ 第1会場 13:40 15:10 90分

14 シンポジウム3 被災地におけるスポーツの医学的意義 第2会場 13:40 15:20 100分

15 シンポジウム6
パラスポーツ
健康増進からパラリンピックまで

第5会場 13:40 15:10 90分

16 特別講演1 2020東京オリンピック・パラリンピックに期待するもの 第1会場 15:20 16:20 60分

17 ワークショップ
女性スポーツメディカルスタッフネットワーク
～新たなるチャレンジとしての提案～

第6会場 16:30 17:30 60分

18 シンポジウム4 進歩するスポーツ視覚研究 第3会場 16:30 18:00 90分

19 シンポジウム7 2020年に向けたアンチドーピング 第5会場 16:30 18:00 90分

20
パネル

ディスカッション1
ラグビーワールドカップ
2015から2019へ

第2会場 16:30 18:00 90分

21 教育講演3 コーチングの心理学 第1会場 17:00 18:00 60分
 

11 月 8日（日） 

No セッション 講演タイトル 会場
開始
時刻

終了
時刻

所用時間 聴講

22 特別講演2
難産だった近代オリンピックの誕生
＝クーベルタンの世界愛と不屈の情熱＝

第1会場 9:00 10:00 60分

23 シンポジウム10 女性アスリートの健康を考える 第5会場 9:00 10:30 90分

24
パネル

ディスカッション2
サッカーにおける傷害の治療の進歩
＝Ｊ-リーグ20年の経験から＝

第2会場 9:00 10:30 90分

25
パネル

ディスカッション3
アメリカンフットボールにおける重大事故の予防 第3会場 9:00 10:30 90分

26 特別講演3 神戸発祥のスポーツ 第1会場 10:10 11:10 60分

27 教育講演6
進化からスポーツ障害を診る
―ヒトの構造・機能にあった運動療法の勧め―

第2会場 10:40 11:40 60分

28 シンポジウム9 下肢のoveruse障害 第3会場 10:40 12:10 90分

29 教育講演5 解剖学的ACL再建術-科学的根拠と実際 第1会場 11:20 12:20 60分

30 教育講演8 スポーツにおける内因性事故 第5会場 11:20 12:20 60分

31 報告会3 IOC Diploma in Sports Medicineの紹介 第2会場 12:10 12:30 20分

32 ランチョンセミナー5 ガイドラインからみた前十字靱帯損傷の最新治療 第1会場 12:40 13:40 60分

33 ランチョンセミナー6
成長期の運動器検診：予防・早期発見の重要性
―学童期運動器検診の開始を受けてー

第3会場 12:40 13:40 60分

34 ランチョンセミナー7
膝スポーツ傷害のdecision making
―チームドクターの立場から―

第5会場 12:40 13:40 60分

35 特別講演4 スポーツ庁と日本スポーツのこれから 第1会場 14:00 15:00 60分

36 教育講演7 肉離れの病態と治療 第3会場 14:50 16:20 90分

37 特別講演5 オリンピック・パラリンピック　メディカルサポート 第1会場 15:20 16:20 60分
 

合計４時間（２４０分）以上の聴講で義務研修の修了実績となります。 




